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ような問題点を解決する新たな製法の一例として 2 相合金の第 2 相を塑性加工で繊維状にして，熱処
理をする強化が考えられ 状態図的な立場から Cu-(Fe-Al)系， Cu-(Fe ーCr) 系， Cuー(Fe­
Cr-Si) 系， Cu-(Fe-Ni-Mo) 系の各合金系が適当であると推論した。



















(2)溶浸法で銅中に金属細線を埋込んだ複合材料の大きな破断伸びの原因である Multiple Necking 
のモデルによる算式を導入し，この現象を明らかにした。また複合合金の機械的性質に対する繊維ー
母相界面の影響を明らかにしている。
(3)一方向性凝固により作成した AI-Cu 共品合金の CuAl z 相の高温における組織を観察し，繊維の
熱的安定性を高めるための金属系且織的要因を明らかにした O
以上の成果は学術上並びに工業上貢献するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あ
るものと認める。
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